
 

 



【レースの傾向】 

コースの形状とは裏腹に、末脚の要求度が低いレースで、 

人気薄の好走は、ほぼ「前で競馬した馬」です。 

 

前走で逃げていた馬は、１２月開催になった 

過去６年で３頭が出走し、２頭が馬券に絡みました。 

 

血統面では父がＰサンデー系に注目。 

過去６年で８頭が出走し、のべ４頭が馬券絡み。 

 

近３年に限れば、ダンチヒの血がスパイス血統で、 

３着以内馬９頭の内６頭がダンチヒ持ちでした。 

 

 

【予想見解】 

 

◎７番ヤマニンサルバム 

父：イスラボニータ（Ｐサンデー系） 

母父：ホワイトマズル（欧リファール系） 

 

前走で逃げていた馬。 

中京で４勝を挙げる中京巧者。 

 



 

○１０番リューベック 

父：ハービンジャー（デインヒル系/ダンチヒ系） 

母父：スペシャルウイーク（Ｔサンデー系） 

ソニンク牝系の出身で、全姉に２０００ｍのＧ１を 

２勝したディアドラと、近親に先日引退したマイル女王の 

ソングラインがおります。 

 

長期休養明けが不安材料ではありますが、 

ＥＺ－ＷＩＮの評価１位馬なので、この評価とします。 

 

 

★１４番ジャンカズマ 

父：ハービンジャー（デインヒル系/ダンチヒ系） 

母父：アドマイヤベガ（Ｔサンデー系） 

ソニンク牝系の出身で、リューベックとは従弟同士になります。 

 

２０００ｍは初めてですが、全兄は２０００ｍの複勝率８０％。 

牝系ファミリーも２０００ｍが本領の一族で、 

今までなぜこの距離に使われなかったのか非常に不思議。 

 

本領であるはずの距離に、初めて出走する。 

これが今回この馬を買いたい理由になります。 



 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連複 

３頭ボックス ２番・１０番・１３番 

 

くまもん馬券 

複勝 １４番 

 

馬連・ワイド・３連単 

３頭ボックス ７番・１０番・１４番 

 

３連複フォーメーション２３点 

７－１０・１４－印全頭 


